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はじめに
繁殖候補豚（雌）の血液一般検査成績からHb値の

健康値範囲は１０．３～１４．９mg/dLであり、１０．３mg/dL
未満を貧血と判定した 4)。これを基に離乳母豚の血液
一般検査を実施したところ、初産豚に貧血しているも
のが多く検出された 4)。
初産豚は離乳後６日以内の発情回帰率が２産以降の

経産豚より低く 9)、受胎率は３産～５産の豚より低い 7)

とのことから初産豚の非生産日数は経産豚よりも長い
事が窺える。著者のクライアント農場でも「２産目の
種付けが難しい」という話をよく耳にする。これらの
ことから貧血が初産豚の離乳後の非生産日数の延長と
関係しているのではないかと考え、初産豚における授
乳中の貧血と離乳後の交配成績との関連について検討
した。

材料及び方法
１．調査期間：２０２０年６月～２０２１年２月
２．調査農家：母豚頭数約１，９００頭（LW種）の一貫経
営

３．調査対象：２０２０年６月～９月に分娩した初産豚
１０６頭
４．調査方法
１）採血及び検査項目：分娩直前（分娩前１日～２日）
と離乳直前（離乳前１日～２日）の２回、末梢血を
尾部から採取した。尾の腹側の正中線上に２１G ５/８
（０．８×１６ mm）の注射針を刺入し、注射針から滴下
した末梢血０．５mLをEDTA管（EDTA-２K １．０mg）
に採取した。このEDTA血を自動血球計数機（日本
光電、日本）を用いて血液一般検査を実施した。測
定項目は白血球数（WBC）、赤血球数（RBC）、ヘモ

グロビン（Hb）、ヘマトクリット値（Ht）、平均赤血
球容積（MCV）、平均赤血球血色素量（MCH）、平
均赤血球血色素濃度（MCHC）、血小板数（PLT）
である。
２）分娩成績及び交配成績：個体カード及び管理台帳
から調査した。
３）統計処理：t検定及びc2検定

結果
１．分娩直前と離乳直前の血液一般検査の比較
WBC（１０3/mL）は分娩直前が１４．８±２．９、離乳直前
が１５．８±３．１であった。RBC（１０5/mL）は分娩直前が
５７．４±４．８、離乳直前が５４．１±４．２であった。Hb（g/Hb
値）は分娩直前が１１．２±０．９、離乳直前が１０．５±０．８で
あった。Ht（％）は分娩直前が３３．８±２．６、離乳直前
が３１．７±２．４であった。MCV（f  L）は分娩直前が
５８．９±２．９、離乳直前が５８．７±２．８であった。MCH
（pg）は分娩直前が１９．５±１．０、離乳直前が１９．６±１．４
であった。MCHC（％）は分娩直前が３３．１±０．８、離
乳直前が３３．２±０．９であった。PLT（１０4/mL）は分娩
直前が１８．４±４．９、離乳直前が２４．３±５．０であった。
RBC、Hb、Ht値は分娩直前より離乳直前の方が有意
（t検定：p＜０．０５、以下同様）に低値であり、PLT値
は逆に分娩直前より離乳直前の方が有意に高値であっ
た（図１）。

２．Hb値による群分け
分娩直前と離乳直前のHb値によってA～Dの４群
に分類した。A群：分娩直前と離乳直前のいずれも健
康値（１０．３g/dL以上）であったものは５８頭であった。
B群：分娩直前が健康値、離乳直前が貧血（１０．３g/dL
未満）であったものは３６頭であった。C群：分娩直前
が貧血、離乳直前が健康値であったものは５頭であっ
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た。D群：分娩直前と離乳直前のいずれも貧血であっ
たものは７頭であった。A群の分娩直前Hb値（g/dL）
は１１．４±０．８、離乳直前 Hb値は１１．０±０．６であった。
以 下、B群１０．３±０．９、９．８±０．４、C群１０．０±０．４、
１０．７± ０．４、D群１０．０±０．４、９．８±０．４であった（図２）。

３．分娩直前における健康値群（AB群９４頭）及び貧
血群（CD群１２頭）の一腹あたり総産子数、哺乳開
始頭数及び異常産数（虚弱及び死産の合計頭数）
一腹あたりの総産子数はAB群：１１．７±３．３頭、CD
群：１１．５±３．８頭であり差は認められなかった。哺乳開
始頭数はAB群：１０．１±２．９頭、CD群：９．４±３．８頭で
あった。異常産数は AB群：１．６±１．８頭、CD群：

２．１±１．６頭であり、CD群はAB群に比べ哺乳開始頭
数が少ない傾向にあったが有意差は認められなかった
（図３）。

４．離乳直前における４群の繁殖成績
１）離乳成績
離乳頭数はA群１０．９±１．２頭、B群１１．６±１．３頭、C
群１１．０±０．８頭及びD群１１．４±１．０頭であり、AB群間
のみに有意差が認められ、Bの離乳頭数がA群より有
意に多かった。一日増体量はA群２２１．９±２１．２g、B群
２１７．３±１８．９g、C群２２０．３±２１．２g及び D群２３６．０± 
３２．１gと４群間に差は認められなかった。
２）離乳後の発情回帰状況
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A群は最小値が２日、最大値が１０日、１/４～３/４パー
センタイル値が４～７日、平均値（× 印）が７．７日、外
れ値（丸印）の一番大きな値が２１日とバラツキが大き
かった。B群は１/４～３/４パーセンタイル値が４～５日
に集中し平均値は４．７日であった。C群とD群も個体
数は少ないものの１/４～３/４パーセンタイル値が５日前
後に集中しバラツキも少なかった（図４）。
３）離乳後の発情回帰率と受胎率
離乳後１４日以内に発情回帰したものはA群：７７．６％

（４５頭 /５８頭）、B群：８２．９％（２９頭 /３５頭）、C群：６０．０％
（３頭 /５頭）、D群：８５．７％（６頭 /７頭）であり、A群と
B群間にのみ有意差（c2検定：p＜０．０５、以下同様）
が認められた。この発情における受胎率は A群：
９３．３％（４２頭 /４５頭）、B群：８２．９％（２９頭 /３５頭）、C群：
６０．０％（３頭 /５頭）、D群：８５．７％（６頭/７頭）であり、
A群とC群間にのみ有意差が認められた。また、両群
の最終受胎率はA群：８４．５％、B群：９７．２％、C群：
１００．０％、D群：８５．７％であり、４群間に差は認めら
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れなかった。

考察
離乳直前においてRBC、Hb及びHt値が分娩直前の

それと比較して有意に低下していたことから、貧血個
体は正球性低色素性貧血を呈していた。この貧血は分
娩及び授乳に起因する栄養性の貧血と推察された。な
お、豚の赤血球容積の健康値は５１．５～６０．９ fLと小さ
い 3)ことから、人で見られる小球性貧血は顕著に起こ
らないものと考える。また、PLTは逆に離乳直前が高
値であったのは分娩に起因して上昇したものと推察す
る。
分娩直前に貧血が認められたC群及びD群は１２頭
/１０６頭（１１．３％）であり、健康値であったA群及びB
群と比較して哺乳開始頭数が低い傾向にあった。栄養
状態が低い母豚ほどHb値が低い 8)。そして分娩時の
Hb値が低い母豚では死産率が高い 3)との報告がある。
しかし、CD群の頭数が少なかったため貧血と死産の
関連は認められなかった。
貧血に陥ると子宮平滑筋の収縮が低下して陣痛が弱

まり 6)、胎子の低酸素症のリスクが増大する 5)。またHb
値を改善させることで死産数を減少できる可能性があ
る 2)とのことから分娩直前の貧血は死産頭数や虚弱子
の増加原因に十分なり得るものと推察する。すなわち、
胎子の急激な成長が成長過程にある分娩前の初産豚に
貧血を惹起し、これが異常産数の増加の要因となり哺
乳開始頭数の減少に繋がるものと考える。今後、貧血
と死産との関連について更に検討していきたい。
離乳直前において、貧血となっていたB群の方が健

康値であったA群よりも離乳子豚数が多いにも関わ
らず子豚の一日増体量はA群と同等であったことか
ら、B群の方がA群よりも泌乳量が多かったものと推
察する。したがって、泌乳能力の高い母豚は授乳中に
貧血に陥り易いものと推察する。
豚では離乳後１４日を経過しても発情が回帰しない場

合は卵巣静止と診断する 1)とのことから、離乳後１４日
以内の発情回帰率を調査したところ、B群の方がA群
よりも有意に発情回帰率が高かった。しかし、この発
情における受胎率はA群とB群に差は認められなかっ
たもののA群が高い傾向にあった。授乳中の貧血は
泌乳に伴う栄養性の貧血と推察されることから、授乳
中の貧血を改善する事で離乳後１４日以内の交配におけ
る受胎率も改善できるものと考える。C群及びD群に
ついては個体数が少ないことから、貧血と発情回帰及

び受胎率との関係については不明である。
成長過程にある初産豚は視床下部－下垂体－卵巣軸
が未熟であるため、授乳期間が短いほど離乳後の発情
回帰日数が延長し、２産目の分娩率は３～５産よりも
低いとしている 7)。離乳直前に健康値であったA群は
貧血であったB群よりも泌乳量が少なかったものと推
察されるので、視床下部－下垂体－卵巣軸の発達度合
いの劣っているものがA群に含まれていたために、発
情回帰日数にバラツキが多く、最終受胎率も低かった
のではないかと推察する。
貧血は繁殖成績の悪化要因の一つとなっていると考
え本試験を実施した。しかし、意に反して授乳中に貧
血となった母豚は健康値であった母豚と比較して離乳
成績と離乳後発情回帰率が良い結果であった。これは
泌乳量の多い母豚が授乳中に栄養性貧血に陥り、この
影響が離乳後初回発情の受胎率悪化に現れたものと推
察する。
授乳中に貧血となる主な原因は、分娩に伴う循環血
量の喪失及び授乳に伴う血液中のHbの喪失であり、
高能力母豚では後者の傾向が強く、分娩前にRBC数
の低い個体では容易に貧血に陥るものと推察される。
したがって、妊娠中期から授乳中飼料に鉄分を多く含
んだ吸収の良いミネラルの添加を行い、貧血状態を改
善することで離乳頭数の増加、非生産日数及び連産性
向上などが期待できるものと考える。また、離乳直前
に健康値であったA群において発情回帰日数に大き
なバラツキがあったことから、視床下部－下垂体－卵
巣軸が未熟なものが２産目の交配成績悪化要因となっ
ている可能性が強く示唆された。今後、初産豚の離乳
成績、非生産日数及び繁殖ホルモン等の関連について
更に検討していきたい。
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